
■設立：昭和４３年ごろ　■会員数：９人　■練習：毎週水曜日１３：３０～１５：３０　■場所：のいちふれあいセンター４階　第２会議室

今
回
は
、野
市
町
の
詩
吟
サ
ー
ク
ル

　　　　　　　　　　　

岳
風
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　市教育委員会では、子どもたちに次の３つのことを身につけてほしいと願っています。

　そのため、それぞれの年齢に応じて身につけたい具体的な事柄や、日ごろの視点をリーフ
レットにまとめ、ご家庭へ配布していますので、お役立てください。

　このような施策を実施していくうえでも、保護者や地域の方々のご支援・ご協力は不可欠です。みんなで手を取り
合い、絆を深め「地域の宝」である子どもたちを、香南市全体として健やかにたくましく育てていきましょう。

　０歳から15歳までの子どもたちを一貫して育てる連携カリキュラムを
実践しています。具体的な取り組みとして…

★保育所、幼稚園の年長児と小学生との交流
★小学校の先生の保育士体験
★中学校区の保・幼・小・中の先生が集まっての合同研修会
★中学校の英語の先生が小学校で授業

など、中学校区を中心とした保・幼・小・中のつながりを深める取り組みが、今まで以上に行わ
れ、新一年生を迎える小学校において、子どもたちの様子が早くわかることや、知っている先
生がいることで、子どもが安心して入学に臨めるなど、さまざまな良い効果が現れています。

　香南市には、保育所が７つ、幼稚園が４つ、小学校が８校、中学校が４校あり、合わ
せて約4,000人の子どもたちが通っています。
　市教育委員会では、目指す子ども像として「愛あふれ　明日を拓く　香南っ子」を
掲げ、保育所・幼稚園・小学校・中学校をつなぎ、０歳から15歳（中学校卒業）までを
見通した子育て・教育が行えるよう、さまざまな施策を22年度より実施しています。

　
　

詩
吟
と
は
、漢
詩
に
リ
ズ
ム
や

音
程
を
つ
け
、
発
音
・
発
声
を
行

い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
大
変
古

く
、現
在
の
詩
吟
が
確
立
さ
れ
た

の
は
明
治
時
代
以
降
に
な
る
そ

う
で
す
。

　
「
健
康
の
た
め
に
詩
吟
を
始
め

ま
し
た
」と
い
う
会
員
の
方
が
大

事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
発
声
時

の
腹
式
呼
吸
。
血
液
循
環
も
良
く
な
り
、
息
を
深
く
長
く

す
る
こ
と
で
、体
全
体
の
新
陳
代
謝
が
促
進
さ
れ
ま
す
。そ

の
結
果
、
声
が
衰
え
に
く
く
な
り
、
周
り
か
ら
も
声
が

若
々
し
い
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　　

発
表
ま
で
の
練
習
は
大
変
で
す
が
、詩
吟
を
通
じ
て
県

内
に
仲
間
が
増
え
、
大
会
等
で
会
う
の
が
楽
し
み
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。

　　

昼
間
の
み
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
す
の
で
、一
度
詩
吟
の
魅

力
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。サ
ー
ク

ル
見
学
も
大
歓
迎
!!

◆
問
い
合
わ
せ
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）

会

今まで以上に行わ

なで手を取り

香南市子育て・教育推進事業　目指す子ども像

保・幼・小・中学校が連携

具体的な取り組み

さまざまな課題解決に向けて

学校・家庭・地域が一体となって

コミュニケーション
能力

人と人とのつながり
を大切にする

自尊感情
自分や友だちを
大切にする

規範意識
社会のルールを守る

愛あふれ　明日を拓く　香南っ子愛あふれ　明日を拓く　香南っ子

写真
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